
じよう し 伊 か

のである。

(3) つぎに行先別使用査定によって，管区別の到荷車を予怨

するのであるが， 国鉄および社線の使用車の総計を到~Yt1II とみ

るのである。(亀岡米吉)

じ よ うし 伊 かいすう 乗車回数 (災)riding habi t 乗車度数，

乗車習慣， あるいは乗車後会数ともいわれその国， あるいはそ

の地方における 1 箇年間の総来事人民を人口で除した数である。

これはその図またはその地方の交通の発達， 産業文化の程度に

よって異なり，この数の歴史的変化は将来の旅客輸送計画に必

要なものである。国鉄における各l時代の衆車回数は，つぎの表

のとおりである。

国鉄年次別乗車回数表

年 次 乗車回数 年 次 乗車回 数

明治 5 年 0.0171 7 11.9 

10 0.0862 12 16.5 

15 0.161 17 31.6 

20 0.153 22 42.4 

25 0.318 23 40.8 

30 0.659 24 37.2 

35 0.70 25 43.4 

40 2.14 26 40.1 

大正元 3.18 27 39.9 

6 4.53 28 40.8 

11 9.02 29 41.5 

昭和 2 13.0 30 43.1 

(内田富彦)

じようし 々 けんいんさっき 乗車券印刷後 乗車券の印刷専

門後械で， 大切りおよび小切りされた来事券l京紙の夜間に迎絞

番号・発行駅名 ・ 窓口略号等を，表聞には区間 ・ 料金 ・ 経由線

名等を印刷l し，さらに小児券切取片の箇所に綴込用穴を IY:Iける

作業を， 全 自動的に 1 行程のうちに完成する構造となっている。

階造の大裂は凶の右側に来事券

入筏があり，順次原紙を地模様を

上にしてチャージすると，最下部

の紙送り装也で l 枚ずつ送られて

原紙通路に入り，第 1 に袈商にìili

統番号を， tp; 2 に発行駅名を印刷

し ， 第 3 に表面に区間 ・ 料金等を

印刷し， 第 4 に小児切取片の穴明

を行って， 左側出筒に送り込まれ，

下部からJ!il上げられて積重ねられ

る構造である。各版には自動的に

イ γ ク を供給する ようにな ってい

る。本後で印刷する乗車券はとく

に正確を製するので， 連続番号の

数字に間違いの起らないよう，確

実な動作をする後構が研究考案さ

れている。 もし原紙の厚さ不同等 乗車券印刷殴

によって豚紙が送られない場合，または 2 枚同時に送られた場

合には， 被械は自動的に停止して作業者に注怠を与える。本憾

の印刷能力は 1 1時間 15，000 枚である。(井因縁朗)

じようし ゃ けんさいだんき 乗車券裁 (さい) 断機 大切り

僚と小切り機の 2 極類がある。

1 乗車券大切り後(写真ー1) 乗車券の印刷は初めにとっ版

印刷憾で地侠様を印刷し，これを乗車券大切り 憾で来事券の長

手の方向にリボソ状に切断するのである。この機械に四六判 4

つ切りの原紙を手差しでさ

し入れるとローラで送られ，

10組の上下丸カ ッタで衆車

券の長手踊 (57.5mm) に 9

枚のリポ γ状に切断されて，

自動的に受箱に収納される。 j A 
能力は乗車券にして 11時 貯
間約 400，000 枚切断する。

2 乗車券小切り 織(写

Jl-2) 

乗車券大切り俄で切断した リ

ボン状の原紙を，さらに傾 30.5

mm のA型， または幅 25 mmの

B型に切断する滋械である。 A

型は万国標準で国鉄では列車区

i首l用諸乗車苦手に使用され， B 型

は日本独特の大きさで電車区間

用*11<券および入場券に使用し

ている。 :m造は中央部原紙草子総

に大切り織で切断したものを，

500 枚ずつチャ ージすると，下

部から 1 枚ずつ送り出され， 送

りローノレを経て 16 組の丸カッ

1. 梁1li券大切り磁

タにより切断されて受箱に収容 2 衆車券小切り機

される。能力は 1 時間約115，000 枚である。(井因縁朗)

じようし々けんのいつかっはっぱい 乗車券の一括発売

定期乗車券は旅客各自が通勤 ・ 通学証明也または定期衆JI1券発

行申込訟を提出して， 購求するのが原貝IJであるが， 会社 ・ 事業

所等の中には， 交通授の支給を現金でなく通勤定期来事券を現

物支給しているとこ円が少なくない。これらは購求の際各自の

通勤証明舎を拠出することなく ， 速記式の証明書をもってこれ

にかえ，しかも発売日の指定をうけて一括して購求できれば購

求者にとって使利である。そこで同一事業所の 5 人以上の旅客

が同時に定期衆車券を購求する場合であって， その使用 IJfl始日

およびiill周期IH]が同じときは，その人員に対する通勤区間1 ・ 氏

名 ・ 年齢害事を述記した事業所代表者の発行した証明替をもって，

各自IJの通勤証明訟に代用し，一括してこれを発売することがで

きることとしている。なお通学定期乗車券にあっても，通勤定

期j乗車券の取扱に準じて発売日を指定して一括発売できること

としている。 普通乗車券についても，たとえば自衛隊の除隊の

場合のように，特定の旅客が臨時に同一駅から多数で旅行開始

する場合に駅の混雑緩和のため，乗車券を一括発売することが

ある。(平林啓三造)

じ よう し 々 けん lま 乗車券簿 駅において日々取扱っ た各!l1ì

衆耶券 ・ 急行券 ・ 特別 2 害事JI1券 ・ 寝台券 ・ 入場券等(以下衆車

券類という)の繰越し ・ 受入れ ・ 発売数量および運賃料金の収

入，な らびに係員交替の際の引継事項を記入整理するため設け

られた綴表であって，出札収入の原始記録として， その基礎的

罰E拠笹類となる整恕帳表。

本絡は迎送に直接関与する帳表ではなく，巡賃料金の収入証

以でもないが， 出札における収入整理!の土台となるもので， 出

札事務の迎m上きわめて霊裂な作用を有する。出札事務にかぎ

って本簿のような特殊の帳表を必要とするのは，つぎのような

2 つの蕊本的な理由にもとづくものである。

l 乗車券類の様式が原貝IJ として単記式であることに原因し，

旅客運賃料金の計算および収入現金の整理上， 乗車券類の発売
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